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の節減を目的として電話局の中継線路に細心多対ケーブルが使用されるようになるに従い,交

換機では細心ケーブルの使用に適した局間中継枚器が必要となった｡本稿では,日本電信電話公社のご指導に

より日二カニ作所において開発し,最近,東京都江東電話局において行なった実用試験で好成績を収め,今後の

標準品として量産を開始した抑心ケーブル用各種局間中継用機器について,特長,機能およぴインパルス伝送

特性などを述べてある｡ 倭国今 なった各種機器は,回路方式の改善により使用範掴を拡大し,動作の安

仝度を向上したのみならず,構造および

ている点に特長をもっている｡

l.緒

一般に有線通信設備はその費用の大

装に検討が加えられ,著しく小形化された点,軽易化,経済化され

電話公社においては従来使用していた機器に換えて,今回開発した

を線路費によって占められ

るのが常であるが,これは市内電話設術の場合にも例外ではない｡

そこで線路費の大幅な削減を目的として,市内電話中継回線に細心

多対ケーブルを使用することが,かねてより望まれてきた｡しかし

ながら細心多対ケーブルを使用するためには,次の二つの問題を解

決する必要があった｡すなわち,

(1)伝送損失の問題

(2)交換機の動作限界の問題

(1)の伝 損失の問 についてほ,最近における音声伝送技術の

発達により,市内電話回線においても負性インピーダンス中継器な

どの簡単な2線式中継器をそう入することによって交換および信号

方式を変更することなく,伝送損失を安価に補 できるようになっ

たため,この面での問題は解決されることになった｡しかし従来の

A形交換機を使用した地域の局間中継練直流抵抗値ほ,(2)の交換

機の動作限界の面から大きく制限を受け,細心多対ケーブルの

を妨げてきた｡そこで細心ケーブルの使用に適した局間中継機器の

開発が強く要求されることとなり,昭和31年には,日本電信 話公

社電気通信研究所により,まず1号Fレビータおよび2号Gセレク

タが 用化された｡

従来使用されていた1号Eレビータ,2号Dセレクタは,局間中

継練直流抵抗値約1,200nまでが許容限界であったのに対し,1号

Fレビータ,2号Gセレクタでは局間中継線恒流抵抗値約2,000∫ユ

まで使用できるようになった｡しかし日本電信 話公社の調査によ

れば,市内通話系の伝送損失配分よりみた局間中継線の直流批抗値

としては約4,000n程度までの使用が可能であり,したがって局間

中継機器としてもこの

が要望されていた｡

度の中継練直流抵抗値まで使用できるもの

日立製作所では,昭和33年2月上記1号Fレビータ,2号Gセレ

クタの改良に着手し,以後日本電信電話公社のご指導のもとに数回

の試作を ね,戸塚工場構内における1年間の 用試験を経て,昭

和35年1月に至り局間中継線直流抵抗値4,000Qまで使用できる画

期的性能をもった細心ケーブル用各種局間中継機器の開発に成功し

た｡これらの機器は従来の局間中継機器に比べ,単にその性能にお

いてすぐれているばかりでなく,経済性,小形軽量化,長寿命化な

どの点で大きな特長をもっており,その後の東京都千代田電話局に

おける試用 験,次いで昭和36年1月に開局した江東 話局におけ

験においても優秀な結果を収めることができた｡日本電信
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ものを今後のA形交換枚における標 機種として採用することとな

り,l]立製作所では現在量産の段階にある｡本稿では今回標準品と

なった1号Gレビータを始めとするこれら細心ケーブル用各種局間

中継梯器について紹介することとする｡

2.細心ケーブル用局間中継機器の概要

種類および中継方式

細心ケーブル用局間中継枚器として,新たに開発された機

器の種 および用 を示せば弟1表のとおりであり,これら機器に

よる小継方式の一例を弟】図に示す｡なお弟=図は細心ケーブル用

局間中継機掛こよる最も一般的な中継方式の例であって,このほか

第l表の用途に従って種々な中継方式で使用することができ,従来

のA形局間中継機器と混用することも差しつかえない｡たとえば,

1号Gレビータの後位セレクタとしては,2号Kセレクタの代りに

従来の2うプーDセレざタを班用することができる｡また2号Kセレク

タおよぴBl-けDセ~レクタの杜仲継線は従来どおりレビータ経由で

他ん,)へ延ばすこともできる｡

2.2 設計上の特長

設計にあたっては細心ケーブル用局間中継機器として高度の性能

第1表 細心ケーブル用機器の種類と肘途

1 弓･G レ ビ ー タ

4 号 G レ ビ ー

タ

2 号 K セ レ ク タ

Bl号D セ レク タ

6号B レ ビ ー タ 架

8号Bレ ビ ー タ 架

6号Kセレクタシェルフ

一般局間中継用

特殊番払局間中継用

一般インカミソグ用

一般ローカル用

1号Gレ

4号Gレ

l▲4

i

呂=芸〉とう馴(6号装機局用)
号Gレピ㌧一ク

号Gレビータ 〉とう戟用(8ぢ一装機局用)
2号Kセレクタおよび各種1号形2号形セレクタ(2
号Gセレクタ,2号Hセレクタ,2号Jセレクタを除
く)とう載用
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第1図 細心ケーブル用局間中継機器による中継方式の例



昭和37年3月 交 換 機 特 集 号

を有すると同時に,今後のA形交換機標準品としての量産化,小形

化,低廉化に十分な考慮を払った｡

(1)局間信号中継用 源として(-48V)のほかに増圧電池

(+48V)を併用することにより,局間中継練直流抵抗値4,000Q

まで使用できるようにした｡

(2)2号KセレクタおよびBl号Dセレクタは,いずれもイン

パルス中継をするレビータ･セレクタとして,他局へ延びる場合

にも従来のようにレビータを経由すろことなく,直接またほ回線

能率を高めるためのトランクスイッチシェルフを経由して,相手

局入セレクタに接続できるようにした｡

(3)1号Gレビータおよび4号Gレビータにおいては従来のス

イッチベースタイプを廃し鉄板実装とし,A形交換機としてほ初

めての試みとしてWA系リレーなどのクロス/ミ交換機用部品を採

用することにより長寿命,無障害ならびに小形,軽量化を図っ

た｡

(4)各機器の設計にあたっては高度の性能を維持するために,

リレーの感動および不感動電流値に対し限界的使用を避け,十分

な安全性をもたせた｡

(5)経済性を考慮して継電器数は可能なかぎりこれを節約し,

そのほかの部l冒lも高価なものの使用はできるだけ避けた｡

3.機能および特長

前節にて説明した細心ケーブル用局間中継機器についてその機能

の概略,おもな性能および

3.11号6レビータ

長について紹介する｡

本レビータは従来細心ケーブル用レビータとして使用してきた1

号Fレビータにみられた各種問題事項を改良し,さらに長距離中継

にも対処できるよう開発されたレビータであって,次項に示す多く

の特長を有している｡そこで従来使用していた短距離レビータとし

ての1号Eレビータ,細心ケーブル用レビータとして設計された1

号Fレビータほ,今後は1号Gレビータに統一されることになって

いる｡本レビークの回路図を策2図に,外観を第3図に示す｡
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注(1)本レビータは1台に2匝l路実装であり,端子番号,抵抗および整流器などの

端子番号の()内は#1回路用である｡

(2)SUPランプは添付しない｡

注 局間中継線抵抗が2,000nをこえる場合は×を切り点線の接続をする｡

(2)居間中継線抵抗が次のようになるよう適当に短絡する｡

(り 入セレクタに2号Dセレクタを使用する場合1,5DO～1,750n

(1)入セレクタに2号Kセレクタを使用する場合

(a)電源電圧-48Vの場合1,5)0～2,000n

(b〕電源電圧にBBAT使用の場合3,5つ0～4,000【1

第2図 1号Gレビータ回路図

日立評論別冊第46号

3.1.1機能および構造上のおもな改良点

1号Gレビータは従来のこの種のレビータに比し,数多くのす

ぐれた株能および構造を有しているが,そのおもな点は大略次の

とおりである｡

(1)従来のレビータに使用していた水平形リレーの代りに最近

開発され,クロスバ交換機において長寿命,高性能にして保守の

容易なことが実証されているWA系リレーを使用した｡

(2)従来のスイッチベースを使用Lた構造を廃し,WA系リレ

ーは無調整保守ができる点を利用して鉄板を使用した実装を採用

し,小形化を計った｡

(3)出巾継側の局間中継線路の直流抵抗値は従来のレビータで

は2,000rl以下が許容 囲であったが,1号Gレビータでは4,000

nまで拡張されたので,著しく中継距離を長距離化することがで

きるようiこなった｡

(4)インパルス中継特性および通話損失など電気的特性の改善

を図った｡

(5)回路の合理的な設計により従来のこの種のレビータに比

べ,使用リレー数を1回路につき1個減らした｡

(6)線路常時監視方式に基づく地電位差の発生,発熱などを防

止するため復旧時監視方式に改めた｡

(7)細心ケーブル用レビータとして高感度を必要される応答

示用リレーは特殊なリレーを使用せず,回路

WA系リレーの使用を可能とした｡

3.l.2 おもな回路構成

成により一般の

回路図は弟2図に示すとおりであるが,本レビータは回路構成

上からも従来のレビータに比べ種々の特色をもっている｡使用リ

レー数は5個であり,これは従来の1号Eレビータおよび1号F

レビータに比べれば1個少ないが,回路の改良により,より高度の

機能を有するよう設計されている｡1号Fレビータと1号Gレビ

ータについて各リレーの機能を比較すると弟2表のようになり,

1号Gレビータでは1号FレビータのF相当のリレーを削減して

Cリレーにその機能を付加した点に特長をもっている｡

以下1号Gレビータのおもな回路構成について述べる｡

(1)前位機器開放機能

一般のレビータにおいては発信加入者が受話器をかけた場合,

ただちにRT線の地気を瞬間的35～70ms除くことによって前位

機器のすみやかな復l日を行なっているが,1号Gレビータにおい

てもこれを採用することにした｡その回路は弟4図のとおりで,

被呼者応答前はd5の動作接点で応答後はe7の動作接点でCリレ

ー5,300nコイルを10knの抵抗を通して短絡し,必要とする時

第3図 1号Gレビータの外観

第2表 新旧レビータの各リレー回路記号とその機能の比較

リ レー

回路記号

1号 F レ ビ ー タ

Aポジシ→ソ(芸蒜パルス)
Bポジショソ(通話中保持)

Cポジショこ/(㌫忘蒜ルス)
度数登算/くルスの発生およ
び後位機器の復旧監視

被呼老応答監視

Eの補助および通話終了時
における前位機器開放機能

1号 G レ ビ ー タ

Aポジ㌧/ヨン(イン㌧ペルス中継)

Bポジショソ(通話中床持)

Cポジショソ(イソパルス中保持)および
通話終了時における前位機器開放機能

度数菅算パルスの発生および後位機器の
復旧監視

被呼老応答監視

不

.要
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l口時確認方式をとっているため復旧時以外に監視することはでき

第4図 1号Gレビータ前†､り幾器瞬断回路

/胃βレビータ側 ∠写〝セレクタ側

第5岡 1号Gレビータ後位機器復旧ならびに線路監視回路

問をCリレーの遅緩復旧時間でうるようにしてある｡すなわち発

信加入者が受話器をかけたことによりAリレー,Bリレーが復旧

すると,Bリレーが復旧してCリレーが復旧するまでRT線から

地気が除かれることになるので前位側の機器はただちに復旧す

る｡10knの抵抗は適当なCリレーの復旧時間をうるためのもの

である｡Cリレーが復旧すると再度RT線に地気が接続され,次

項に説明する監視動rl封こはいる｡

(2)監 視 機 能

日獅I127年1号Eレビータが実用されてからレビータには局間中

継線に関する障習表示および誤接続防止の監視依能が付加される

ようになった｡しかし中継線の各種障害を常時監視する方式は障

害発生時にただちに警報を川すという利点はあっても,常時監視

ことに起関する電力消費,地電位差の発生などの思わ

しくない問題があるので1号Gレビータでは中継線断線に関する

監視は復l口時に行なうこととし,常時ノ 流を流さない舞5図の回

路を使用した｡また中継線が細心化され直流択抗値が増大しても

十分安定に動作するよう復l｢｣時に増圧電源を瞬昭服用している｡

回路動作を第5図の回路図について簡単に説明すると,発信加入

者が受話器をかけ1号GレビータのbO接点が復旧すると2号K

セレクタ側のAおよびBリレーが復rF=lする｡1-ぢ･Gレビータのb7

接点の 1日により,Dリレーは2号KセレクタのAリレーと直列

に励磁されて動作するが,Aリレーは電流値が不足して動作しな

い｡2号Kセレクタが完全に復l口すると,その梯械接点VONが

開くのでさきに動作していた1Fプ･GレビータのDリレーは復11]

し,Cリレーの動作回路を作って動作せしめRT線から地気を除

いてレビータの閉そくを解く｡このときもし中継練の断線などの

障害があると,Cリレーが動作しないのでRT線の閉そくは続け

られる｡障害が回復したとき,Cリレーは動作してRT線の閉そ

くを解く｡このようにLて木レビータでほ断線障害については復
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ないが,線路の地気障害,混線障害については 旧時にかぎらず,

そのたびにD.リレーが動作するのでCリレーを復旧させ常時前位

側を閉そくすることができる｡

(3)捕 捉 信･弓･

(2)項で説明したように通話線を利用して後位機器の復旧監視

をするために,+L側通話線は相手側セレクタで断線状態にある

ため,後位機器への最初の捕捉信号は片線起動を行なっている｡1

号Gレビータの後位機器としては,一般に2号Kセレクタが使用

されるのが原則なので最初2号Kセレクタを片縁起動すれば後述

するように以後は2号Kセレクタが後位の機掛こたいして捕捉信

号の中継を行なう｡したがって後位機器として2号Kセレクタが

使用される一般の場合は片線起動のみ論ずればよいが,後位枚器

として2号Dセレクタが使用された場合は2号Dセレクタは捕捉

信号の中継を行なわないので,このセレクタより後位の機器につ

いてほ1号Gレビータより環線起動を行なわなくてはならない｡

次に片線起動,環線起動の二つに分けて記載することにする｡

(a)片 線 起 動

後位セレクタを片線起動する
,セレクタのインパルスリレ

ーAの片巻線にこれを感動せしめるのに十分な
流を流すこと,

および片線起動時間はセレクタのAリレーおよぴBリレーの動作

時間の和に対して十分これをカノミーできる長さをうることが必要

である｡1号Gレビータではこれらの問題を解決するため,片線

起動時における起動電源として100nの抵抗を通した増圧電源

(+48V)を後位セレクタの直流電 (-48V)と併用し96Vの電

源として使用する方法をとっており,これによって片縁起動

として十分の値をうるばかりでなくセレクタのAおよびBリレー

の動作時間も短縮して十分な安全率をもって片線起動が行なえる

よう考慮されている｡

(i) 動起線片 値流

局間中継練直流抵抗が片線2,000■nの最悪条件を考慮すると,

片線起動時に流れる電流は局の主電池を-48V,増圧電池を

+48Vと仮定して42mAとなり2号KセレクタのAリレー片

巻線感動電流値30mAに比べて十分大きいので,地電位差そ

のほかの影響を考えてもなお十分であることがわかる｡

(ii)片線起動時間

舞2区の回路図からわかるように,片線起動を行なう時間は

DおよびBリレーの動作時間の和であり,最悪条件と

電圧51Vにおけるこの時間を1一弓･Gレビータ20回路について

測定した 児とセレクタ起動のための最悪条件として局間巾継

線抵抗片線2,000nl号Gレビータ側からの増圧電源が+39V

に降下し,後位セレクタの直流 源45Vと加算して起動電圧

84Vの場合,電源電圧45Vで動作するセレクタのAおよびBリ

レーの動作時間を20回路について測定した結果はそれぞれ弟3

表のとおりとなり,これらの間に十分時間的余裕のあることが

わかる｡

(b)環 線 起

後位機器として2号Dセレクタを使用し,2-り･Dセレクタが数

字選択完了後それ以降のセレクタを 動するときは,1号Gレピ

ータから直接環線起動をすることになる｡この場合は地電位差の

影響はなく,局電池のみ3V低下し,そのうえリレーの調整変化,

温度上界による抵抗値変化などによる30%の安全率を考慮して

も線路抵抗と調整用抵抗の和が2,330nしまで補償できることにな

るので,与えられた1,750nの限界では十分実用できることがわ

かる｡この場合の捕捉時間はCリレー復IR後のダイヤルミニマム

ポーズ600msに比して無視できるので問題とすることはない｡
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第3表1号Gレビータの片線起動時間と2号Kセレクタ

の起動時間

a)1号Gレビータの後位セレクタ片縁起動時間

集 号 日立評論別冊第46号

第4表 1号Gレビータの通話減衰量

参考:従来の1弓`Fレビー一夕の通話減衰ぶは平均値が止こ答練300c/sで1.6dB,1,000

c/sで0.6dBとなっている｡

b)1号Gレビークより起動されたときの2号Kセレクタ起動時間
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第6図 1号Gレビータ度数登算パルス送出回路

(4)度数登算機能

電話加入者の通話度数計算用の度数計登算パルスは,Dリレー

の復旧時間を利用して出している｡すなわち,この際第る図のよ

うにあらかじめa9接点が動作したときDリレーを動作させ,

bll接点の動作したときDリレーはal接点で自己保持するように

して,相手が応答してe4接点が動作したときDリレーを復旧さ

せ,その遅緩復旧時間を利用してRT線へ+50Vの電

算パルスを送出している｡

(5)応答監視機能と通話減衰量

の度数登

細心ケーブル用レビータとして捕捉信号到達限界を拡張するた

めには,線路抵抗を除いた環線抵抗はできるかぎり直流抵抗を小

さくしなくてはならないが,一方応答リレーとしては高感度のも

のが必要とされる｡したがって過去においては有極リレー,三極

リレーなどの特殊リレーが使用されてきたが,いずれも高価なこ

と,インピーダンスが小さいので通話損失の補償をほかの機器部
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(∂J/号どレビーク

レビーク セレクタ

(ム)/弓βレビーク

第7図1号Eレビータと1号Gレビータの応答リレー回路

r㍉丁-で考えなくてはならないこと,きわめて速動であるため過渡

流を吸収できず,誤動作の機会が多いことなどの問題があった｡

今回使用した応答リレーはWA形の標準リレーであることに特長

があり,応答監胡を行なう320nの巻線の動作安全率を高めるた

め,930nの予励磁巻線をもたせている｡なお通話損失を少なく

するため応答監視用320n巻線と予励磁用930∫)巻線との電磁結

合は非常に少なくなっている｡通話損失を20回路について実測し

た結果は策4表のとおりである｡

(6)インパルス中継機能

イソパルスの伝送特性については,そのほかの機器とともに4

節に記 することにし,本項では中継回路について紹介する｡

インパルス中継車瀾各の最も大きな特長としては局間中継線直流

抵抗値が2,000口上をこえる場合,イン/モルス送出用電源として主

電池(-48V)のほかに増圧電池(+亜Ⅴ)を併用することによ

り,中継練直流抵抗値4,000nまで使用できるようにした点にあ

るが,このほかおもな改良点として次のようなものがある｡

(a)インパルス中継回路

イソパルス中継中のみ動作するCポジションリレーの接点によ

り,インパルス受信回路とインパルス送出回路を互に完全に分離

するようにして,通話用コンデンサを通しての相互干渉によるイ

ンパルス中継ひずみの発生を防止した｡



(b)第1インパル 問の縮短ス

使用していた1号Eレビータではダイヤルインパルスを受

信してAリレーが l｢1L,Cポジショソリレーが動作前,相手側

セレクタのAリレーより応答 ホリレーEを経由して弟7図(a)

に点線で示されるような電流が流れ,相手側セレクタのAリレー

の復旧が れる結果として第1イソパルスのみが短縮

する現象が発生した｡また1号Fレビータではこの現

象を改良するため,aの接点を応答表示リレーの日中

継側へ移したが,そのため応答 ホリレーとして川い

た3梯継電器の誤動†′ドを生じたので,新しくパリスタ,

コンデンサなどから成る誤動作防止回路を使用した｡

1･り･Gレビータでは第7図(b)に示すようにa接ノー､と

を1-り▲Fレビータの場合と同様,線路側へ移し第1イ

ンパルスの短縮せ防ぐと同時に応答表示リレーとして

遅 動作性のあるリレーを使用し,点線の回路で流れ

る過渡` 流を十分吸収するように各定数を定め,誤動

作を防止する一方,Cリレーが動作してコンデンサの

~充放電回路がEリレーを経l_I_1した｢l-1路から1knの祇

抗を適したIL】‖附こ切り替っても,インパルスのひずみ

に景壬響を与▲えないよう考慮した｡

3.l.3 ′ト形,伏廉化の効果

(1)小 形 化

3.l.】項(2)項で説明したように鉄板実装形を採用

し,クロスバ鉄板一枚幅のものに2回路実装としたた

め,従

用 局 間 中 継 機 器

第8岡 1号Gレビータ裏面外観図
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第91対 1号Gレビータと1号Fレビータ構造比較図

のレビータに比較して大幅な小形化が実現した｡なお実

装スペースの関係上,一部の抵抗にはカーボン形を使用し弟8図

に示すように特殊なブラケットにより,裏面に実装している｡従

来の1号Fレビータと1号Gレビータの寸法を比較すると第9図

のとおりであり,かなり小形化されていることがわかる｡また新

旧レビータの実装方法を8号装機帰について図示すると,弟10国

のとおりである｡かりに架間隔を1mとすると,旧装機では1,505

m2に110トランクの収容が限度であるのに対し,新装機では

0.629m2に120トランクの収容が可能であり,同一床面積に対し

て約2.6倍の収容能力ができたことになる｡

(2)低 廉 化

1号Fレビータの羊要構成機据であるA形部品の価格が安定し

ているのに対して,1号Gレビータの主要構成槻器であるクロス

バ部品の価格がまだ完全な安定期にはいっていないため,正確な

比較ほできないが岬挿136年4月現在のシェルフ,梨の価格を含め

た11J-Fレビータ1トランクあたりの†111i格と,同じく架の価格を

含めた1-リーGレビータ1トランクあたりの柵格を1七較すると,後

者ほ前者に比べ約40%減となっておりクロスバ舶-ノ.の価楕低減

に伴い1号Gレビータはさらに低廉化されるものと考えられる｡

3.2 4号6レビータ

4弓･Gレビータは従来の4号Eレビータに代るものとLて開発さ

れたもので,1号Gレビータが一般番号用であるのに対して4号G

レビータほ特殊番号用である｡

本レビータの回路図を第11図に,その外観を舞】2図に示す｡

3.2.1機能および構造上のおもな改良点

4号Eレビータと比較した場合のおもな改良点を列記すると次

のとおりである｡

(1)(2)(3)3.l.1の(1)(2)(3)に同じ｡

(4)継電器数を1回路につき1個省略し,経済化を図った｡

(5)後位セレクタの片線起動および復IR監視機能を付加した｡

3.2.2 回路上の問題点

回路機能は4号Eレビータとほほl司様であるが前項(5)に述べ
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第101冥1新mレビータとう載比較l又l

たように1号Gレビータ同様後位機器復Il帽左視機能を付加し 後

位セレクタの起動には片線起動を行なっている｡この片線起動の

時間ほCリレーが一度動作Lてから復旧するまでの時間となり,

これは相手セレクタのAおよびBリレーの動作時間を十分カバー

するものでなくてはならない｡4ぢ一Gレビータでは片線起動用電

圧として局間中継磯風瀦顆抗2,000∫lまでは主電池(一48V)で行
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江 本レビークは1台に2回路実装であり,端子番号および抵抗の端子番号の〔)lノ1

は♯1回路用である｡

=上J剥勒甘縦線抵抗が2,000Jlをこえる場合ほ×印を切り点線の接続をする｡

第11図 4芳Gレビータ桓】路図

第12lズ1 4号Gレビータの外観

第5表 4号Gレビータのけ線起動時問とセレクタの起動時閃

a) 4号Gレビータl;~■線起動時間
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b) 2号D-Uレクタ起動時間

ない,2,000n以上4,000Qまでの間では主電池(一48V)に増圧

電池(+48V)を併用する方法をとっている｡このなかで後者は1

号Gレビータの場合の片線起動条件とほぼ同じなので説明を省略

するが,前者の場合は片線起動電圧が-48Vのみなので片線起動

時間に対して相手セレクタのAおよぴBリレーの動作時間が遅れ

ることがあると,相手セレクタが起動できず問題となる｡しかし

4号Gレビータ20回路について電源 圧45Vにおける片線起動

の時間および局間中継線抵抗片線1,000n,片線起動 匿およひ
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第13図 2号Kセレクタの外観
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前位の局閃巾継繰が2.000∫)をこえるときは×印を切り点線の和線を行な

う｡

(2)必要ある場合に×印の布線を切り=一のように整流器を取付ける｡

第14区1 2号Kセレクタ回路岡

動作電圧五り5Vの最悪条件における木目手セレクタのAおよびB

リレーの創作時間を測定すると第5表のとこぉりであり十分の余裕

をもっている｡

3.3 8号Bレビータ架

1-じGレビータおよぴ4号Gレビータが鉄板実装に改まったため

従来使用されていたシェルフ実装に代り 用化されたもので,レピ

ータの実装はA形局におけるほかの機器の実装に合わせて弟10図

に示すように裏面から行なうようになっている｡6号Bレビータ架

は高さおよび実装数量が異なるのみでl勺容は8号Bレビータ架とま

ったく同じである｡

3.4 2号Kセレクタ

本セレクタは1号Gレビータと対向して使用される入セレクタと

して設計されたものであり,従来の抑心ケーブル用人セレクタとし

ての2ぢ-Gセレクタに代るものである｡その外観ならびに回路図を

弟13図および弟14図に示す｡

3.4.1機能および構造上のおもな特長

(り インパルス中継段数を少なくするために出トラソクを設け



細 心 ケ

ず,直接またはトランクスイッチを経由して2線で対局へ延ばす

ことができる｡

(2)前位側中継線を4,000nまで許容できるようにした｡

(3)回路方式上2号Gセレクタにおけるようなへイス結合を廃

L,ストーソ回路を採月]し

阿った｡

局 価な中継線 の使用をやめ経済化を

(4)ダイヤルインパルス中継ほ前後にひずみの少ない両線ダイ

ヤル方式を使用した｡

3.4.2 回路上の問題点

後位にレビータを設屈しないで対局の入セレクタに接 するた

め,RT線の閉そく用地気ミは2号Kセレクタより送出されるよう

になっている｡そこで出中継線がすべて他局へ延びる場合は17jJ題

ないが,自局接続の場合コソネク_タからRT線に現われる度数登

算用増圧電池(+48V)が2号Kセレクタにおいて直接地気で短絡

されるという問題が生ずる｡この場合2うJ▲Kセレクタの後位に2

号EセレクタのようにRT線の前位側と後位側の切り離された装

置を使用すれば,2号Kセレクタまでコンネクタからの増圧電池

が現われないので短絡されることはない｡しかL.ながら一般のセ

レクタを使用したとき問題となる｡そこで後位に2号Eセレクタ

を使用しない場合に限り回路図に注記されているように鷹流器を

設け,増圧電池が短絡されることを防ぐようにLた･､

3.4.3 価格の低廉化

3.4.1項(3)に述べたとおり通話回路を従 のへイス結合(誘

導線輪使用)から,ストーン結合(コンデンサ結合)に変更したこ

とは価格の線済化に大いに貢献しており,昭和35年4月現在,セ

レクタシェルフ,セレクタノミンクおよび架などの価格を含めた2

号Gセレクタおよび2号Kセレクタの1トランク当りの単価を比

較すると後者は前者に比べ約25%減となっている｡なお2号Kセ

レクタを使用Lた場合さらに経済的な点は,他局へ延びる場合田

中継線にレビータを設置する必要のないことで,これも経済比較

のうちに含ませれば上記の1トランク当りの経理ほさらに差が生

ずることになる｡

3.5 Bl号Dセレクタ

他J剥こ収容されている加入者が_発信しノ,1〉;･Gレビータおよびノ.i)

関目-1継線を経由して2号Kセレクタに着信し,さらに2号Kセレク

タより他局に延びる場合は2号Kセレクタの出中継線側に出トラン

クを設ける必要がなくなったことほ前述のとおりであるが,白局に

収容されている加入者が発信した場合使用するセレクタも2-ぢ･Kセ

レクタのように出トランクを設けることなく相手局入セレクタに接

続できるようにすれば,2号Kセレクタと出線を共用することによ

り出中継線の使用能率をあげることができるので,非常に 済的で

ある｡この日的により開発されたのがBl号Dセレクタである｡本

セレクタの機能および外観ほともに2キKセレクタに類似してお

り,その回路を弟15図に示す｡

3.5.1機能上のおもな特長

従来の1号Aセレクタと異なるおもな点は次のとおりである｡

(1)インパルスを受信し後位側へ中継する｡

(2)後位側からの応答 示および度数登算パルスを中継する｡

(3)J-†仲継線の種類に応じ2線で使用することもできる〔J

3.5.2 おもな回路機能

本セレクタの回路機能は2号Kセレクタとほぼl■勺様で渉,るが2

一弓-Kセレクタと異なる点は前項(2)に記載した度数登算H-トミルス

を発生する点にある｡セレクタスイッチベースの大きさの都合か

らリレー個数を増すことほできないのでl可転,選択動作に使用し

たEリレーを再度利用して相手の応答時に度数登算パルスを発生

するよう考慮されている｡度数登界のためのr拉l路は弟1る図のと
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(3)100/ゼコソデソサほスイッチに添付L,シェルフに実装する｡

=l三〔11必要ある場合ほ*印の布線を切リーーーのように整流器を取り付ける｡

(2)シェルフにおいて-¶-の布線を行なう｡

第15岡 Bl号Dセレクタ回路l叉l

節
用
ス
イ
ッ
チ
を
過
て
加
入
者
度
数
計
へ

･ご､･■

虹■

β
/
買
取
β
1
∠
写
f
セ
レ
ク
タ

ま
た
は
ト
ラ
ン
ク
ス
イ
ツ
子
ヽ

第16岡 Bl号Dセレクタ度数登算′くルス発生回路

第6表 Bl号Dセレクタの度数登算パルス送!11時間

おi)であり,これをこついてその動作の概略を説明すると,Eリレ

ーと直列にDリレーが動作するときはEリレー(P)巻線も励磁さ

れるが感動アンペアターンに達しないので動作しない｡しかしD

リレーが動作するとd接点の切り替えによf)コンデンサCCの放

電電荷かEリレーの(S)巻線にも流れるのでEリレーは動作し自

己保持する｡相手の応答によりFリレーが動作するとEリレーは

保持回路を切られるが,コンデンサCCの放

は指数関数的に

でEリレーの電流

少する｡この際のEリレーの復l[]時間が度数登

算/くルスとなる｡′Eリレーの復旧時間として本セレクタでは,度

数計 作のための規格125ms以上に対し最悪条件でも140msと

なるように設計し度数計動作の安全を期している｡電 電r~1三とし

て最もきびしい条件である45Vにおける実測伯は葬る表のと二rゴり

である｡

3.6 る号Kセレクタシェルフ

2号Kセレクタおよび1り一Dセレクタ搭載mとLて設計したもの

で長距離中継および度数登算パルス

の端j′せ
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/hに必要な上削1三冠地十48V

たに設けたこと,度数窪算用ブースタパルス短絡防1f

整流器およびBl-ぢ･Dセレクタに必要な100/～Fコンデンサの

などを考慮Lたノ∴付こ特長がある｡なお従 の1り▲Aセレクタおよび

2り一Dセレクタなどを搭載しても支障のないように設計されてお

り,兼用形としてもほとんど価格増加がないので今後-i削こ2-り-Kセ



昭和37年3月 交 換 機 特 集 号

レクタおよびBl号Dセレクタ搭載用というだけでなく広くセレク

タシェルフの標準品として使用される予定である｡

4.細心ケーブル用局間中継機器による

インパルス伝送特性

一般にA形交換機インパルス伝送系においては次の事項を十分考

慮しなくてはならない｡

(1)ダイヤルインパルスはレジスタおよびセンダなどにより蓄

積,再 されることがないため中継段数の増加によって中継ひず

み(メーク率の変化)が増大する｡

(2)A形交換機における羊要機船でぁるストロージャースイッ

第17図 1号Gレビータおよび4FJ･Gレ1ご-タの

インパルス中継回路

(∂)ブランチ電話機のない場合
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第18囲 1号Gレビータおよび4号Gレビータの

イソパルス受信特性
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第19図 細心ケーブル用局間中継機器による

標準イソパルス伝送系

日立評論別冊第46号

チはリレー部分のほかにインパルスの計数を行なう機構部分をも

っており,一般にリレー部分のみで構成される機器に比べ,ダイ

ヤルインパルスに対する動作限界が狭い｡
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第21図 細心ケーブル用局間中継機器によるイソ/くルス

伝送系の特性



細 心 ケ

以上の坪山からA形局用局間中継機器としてはインパルス中継,

ひずみの特に少ないことが要求されている｡今回開発された細心ケ

ーブル用局間中継機器はインパルス伝送の面においても十分考慮が

払われており,レビータ,セレクタとともにインパルス送出形式は

すべて両線イソパルス伝送方式をとっている｡両線インパルス伝送

方式の特長は中継インパルスを受信する機器のインぺルス受信メー

ク率が中 線路により;i糟苧を受けることが少ないことであり,Lた

がって,ひずみの少ないイソ/く′レス伝送を行なうことができる･｡加

入者電話機よりのダイヤルインパ′レス中継においてインパルス中継

ひずみの巌も大きな原因となるのは加入老宅l勺のブラソチ電話機数

であるが,1号Gレビータおよび4･弓一Gレビータにおいてはこれら

ブランチ電話機による影響も権力少なくなるよう~.‡賑1`されている｡

1号Gレビータおよび4号Gレビータのインパルス受信ならびに逆

用回路は策17図に示すとおりであり,抵抗REの値ほ主としてイ

ンパルス受信特性を左右し抵抗RA,RBの伯はイソパルス送折特

性を左んする｡いま机抗REの最適値を求めるた捌こ,ブランチ電

話数0と2の場合について加入者電話機よりのダイヤルパルス受信

メーク率と加入者線路長との関係をREを/ミラメータとして測定す

ると第18図のとおりとなり,REの伯として11汀えが適Lている

ことがわかる｡次にRA,RBの仲であるが,この付こエって後位

機黙のイン′くルス受†こメーク*は大きな影響疲受ける｡そこで1号

GレビータのRA,RBの決定にあたっては策l図に/jtLた中継

式からもわかるように,細心ケーブル月1斤,州小糾機灘吏｣る最も一

般的な第19図のインパルスk送系において加入打電話機一粧=)送

=されたダイヤルインパルスが,ダイヤル調整植の偏差,ブランチ

電話機数,組路条件などよりイソパルスメーク率が【1二負の両極端に
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用 局 間 中 継 機 器

ひずんだ最悪条件で統計的にみて最もイソパルスひずみが大きくな

ると考えられる着信局に到達した場合,イソパルス中継ひずみに基

づく着信局のセレクタおよびコソネクタの誤動作を最も少なくする

よう考慮している｡RA,RBの実際の値としては1号Gレビータの

場合インパルス送Ⅲ用電源として増圧電貯(十48V)を併用しない腸

令とする場合に分け,それぞれの特性に合わせて700nと1,300nを

使用するようになっている｡)1ぢGレビータおよび4号Gレビータ

の後位機帯へのイソパルス送出惰性の一例を示せば弟20図のとお

りである｡なお2リーKセレクタおよびBl-Lプーリセレクタの後位機器圭

へのインパルス小継特性は局閃[い経線が長くなることはないので,

インパルス中継川各は従来の1号Eレビータのそれと同じであり,

したがってそのインパルス中継特性もほぼ同様で近距離の局≠イン

パルス伝送においては,無ひずみに近いものが得ちれる｡舞19図

のインパルス伝送系において1号Gレビータよfフ送J-Hされたインパ

ルスが2一号Kセレクタによって中継され,着膚ぶのセレクタおよび

コンネクタに到肯する場合の弟信イソ/くルスノーク率と中継緑Tl

およびT2との関係を測定した結果は第21図のとこねりである0

5.緯 口

以上今l‖爛発された細心ケーブル川局川中継機㍑:‡の概要について

述べてきた｡これらの機器はすでに日本電信電話公社に多儲㈲入さ

jt,骨11に供せられることによって,その高度の性能と安定な動作

ヵりミ.‡l仁され∴｢定.抑‖胤の新設および増設睾麿L経済化の点で拝Lく

試■猷している｡最衝こ研究,黒川化∬茸る閃,終始懇切なるご指

導,ご援助ないただいた】l本滝†パ乱許公社技剖脹宮関係附揖こ厚イ

御礼申し_1二げる｡
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